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1 は じ め に

育苗箱全量施肥を用いた不耕起移植栽培では,代かき移

植栽培に比べ初期の茎数が少ない場合が多いが,そ の後は

有効茎歩合が高い秋優り的な生育経過をたどり,収量は同

程度となる。 しかし,天候不良による初期の茎数不足が収

量に大きな影響を及ぼす場合もある。そこで,日標収量を

確保するために必要な初期の茎数を明らかにし,初期の目

標茎数を確保できなかった場合の対応技術として 8葉期窒

素追肥について検討した。

2試 験 方 法

1)試験年次 :1997年及び1998年
2)供試圃場 :大潟農場圃場 (細粒強グライ土,日川統)

不耕起継続水田('97年圃場 :8年継統
'98年圃場 :3年継続)

3)栽培方法 :不耕起移植 ;灌水後,K社製不耕起田植機
試作機により移植

4)水稲品種 :あ きたこまち,播種量100g/箱 (乾籾),
中苗

5)育苗箱全量施肥 :被覆尿素肥料 (シ グモイドタイプ
肥効調節型肥料lllll日 タイプ,40-0-0
%)

6)試験区の構成

表 : '97年及び'98年の試験区の構成

7)移植及び栽植密度 :移植 :'97年 5月 13日 ,'98年 5月
15日

栽植密度 :'97年 207株/nf,'98年 :200

株/ボ

植え付け本数 4～ 5本/株
8)追肥時期 :'97年 6月 18日 ,'98年 6月 19日
9)追肥窒素利用率 :“ Nト レーサー法によって分析した。

被覆尿素肥料を5 Nkg/10a基肥として施

用し,8葉期に,重窒素硫安を2 Nkg/10
a表面追肥した。

追肥時期 :7葉期 ('98年 6月 7日 ), 8葉

期 ('98年 6月 19日 )及び 9葉期('98年 6
月26日 )

3 試験結果及び考察

(1)不耕起移植栽培の目標収量について

目標収量∞Okg/10aを確保するために必要な収量構成

要素を,大潟農場で得られた1991年～1998年の不耕起移植

栽培試験結果から求め,穂数41Kl本 /ピ,籾数31,700粒 /
nf,登熟歩合858%及び千粒重2218以上が必要であるこ

とがわかった (表 2)。

表2 不耕起移植栽培の目標収量 (61Xlkg/10a)構
成要素

穂数 ―穂粒数 ご籾数 登熟歩合 千粒重 精玄米重 拝長
本/nl 粒  ×10S粒   % 8  kg/10a cm
400     79     31 7    858   22 1    600    84

注 '91年～'%年データ (大潟農場圃場)

12)生育診断及び対応技術について

穂数400本 /nfを確保するためには, 8葉期ころ (移植

後30日 ころ)に 190本/Jの茎数が必要であった (図 1)。
生育診断は,8葉期頃に行い,茎数が190本/r未満の
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図 1 不耕起移植栽培での 8葉期頃の茎数と成熟
期の穂数の関係

注 1993年～98年データ (一般農家及び大潟場圃

輌
　
　
　
　
輌

■^
ヽ
モ
）麟
澤
Ｓ
目
“
侵

fi llFt: 069*. Y=O45X+318

-47-



東 北 農 業 研 究 第 52号  (1999)

場合は,茎数不足と判断し,対応技術として追肥を行う必

要がある。
°Nト レーサー法で求めた追肥窒素利用率は,葉齢が進

むに従い増加する (図 2)。 しかし,育苗箱全量施肥で使

用する月巴効調節型肥料の溶出量が6月 下旬から増えること

(図 3),6月 25日 ころから中干しに入ることから,追肥の

時期は,生育診断を行った 8葉期ころとした。

7葉期    8葉 期
追 肥 時 期

9葉期

図 2 不耕起移植栽培での追肥窒素利用率

表3 不耕起移植栽培の 8葉期追肥の収量,収量構成
要素

年 試験区 F長 轍 一樹麟硫臓麟 髄重糟玄米重収雖J

図 3 不耕起移植栽培での被覆尿素肥料の溶出

13)8葉期追肥の確認について

8葉期に窒素の追肥 (硫安 :2 Nkg/10a)を行った結
果,1997年 ,1998年の両年ともに対照に比べ 8葉期追肥区

は穂数が多く,一穂粒数が減少したものの,nf籾数がほぼ

確保され,日標収量が達成された (表 3)。

茎数の推移では,両年ともに7月以降,対照に比べ 8葉

期追肥区は茎数が多く推移し,穂数の増加となった (図 4)。

また,稲体の窒素吸収量も,両年ともに7月以降,対照に
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図4 不耕起移植栽培の 8葉期追肥による茎数の推移

図5 不耕起移植栽培の8葉期追肥による
窒素吸収量の推移

比べ 8葉期追肥区が多かった (図 5)。

4 ま と め

育苗箱全量施肥を用いた不耕起移植栽培で,8葉期ころ
(移植後30日 ころ)に生育診断を行い,茎数が不足してい

る場合は,応急対応技術として窒素追肥を行うことを検討

した。その結果,8葉期追肥によって穂数が増加し,日標
収量が確保できた。
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